
  府中の個性が光る 
 市庁舎を実現する為に 

～今後の進め方～     
 



 ＜今後の進め方＞ 



 市民検討協議会 
 スケジュール 

凡例： 
全体→全体説明 
GW→グループワーク 



 市民検討協議会 
 スケジュール 

１．府中の個性が光る市庁舎を実現する為に 
  ・市庁舎に出来ること。 
  ・各地の特色ある取り組み 
   -実例を知って、新たなものを考える- 
 

２．府中らしさとは？ 
  ・立地環境を読み解く 
  ・歴史、文化、に溶け込む 
  ・日常的に多くの人が過ごせる空間とは？   

第２回 ８月２４日 



 市民検討協議会 
 スケジュール 

既存庁舎について、利用者の目線で 
  気付くこと感じていることを共有しましょう 

 
１．今までに頂いている意見など 
２．いつも使っていて気付くこと 
  ・窓口 

   ・ロビー空間 
   ・開館時間、開館ゾーン 
   ・情報発信 

３．こうだといいなと感じていること 
   ・例）祭りの時の使い方、休日・夜間の使い方  

第３回 ９月２1日 



 市民検討協議会 
 スケジュール 

01個性ある新庁舎、ふちゅうで実現！ 
      -街の中心に人の集まる場所を！- 
 
  ・四季折々の行事と呼応して利用出来る身近な施設 
  ・休日開放で「駅から近い」市民憩いの場に 
  ・名所のひとつに 

第４回 10月12日 



 市民検討協議会 
 スケジュール 

02個性ある新庁舎、ふちゅうで実現！ 
  -市と市民を日常的につなぐ窓口- 
 
 ・待ち時間も楽しい市庁舎 
 ・身近な存在の窓口 
 ・手続きが分かりやすい窓口  

第５回 11月02日 



 市民検討協議会 
 スケジュール 

03個性ある新庁舎、ふちゅうで実現！ 
 
  ・人が集まる心地良い木漏れ日空間 
  ・活用したくなる市民サービス機能とは 
  ・市民協働を実現！ 

   

第６回 11月16日 

第７回 12月14日 
       まとめ   





 ＜市民検討協議会の流れ＞ 

実例と、 

ふちゅうモデル案 
ふちゅうモデル 

  提言集 

気付き・意見 

協議会参加の 
市民 

前回テーマ 

 おさらい 

ふちゅうモデル  
提言 

テーマごとの 

かわら版・Web等
による周知・広報 

反映 

まとめ 

理解 
検討会の流れ 

発信 

市民 
感想など 



■ワークショップを進める上でのお願い事 
 

★互いを尊重すること  

★ご質問、ご提案を、自由に、大いに！ 

★相手の話をよく聞くこと 

★相手の話を否定しないこと（批判厳禁） 

★ワークショップでの個人的な情報（発言内容、個人的なこと等）は、  

 外部に公表しないこと 



 ■グループワークの進め方 

 ①テーマに沿って冒頭説明 
      ↓ 
 ②グループワークによるディスカッション 
      ↓ 
 ③グループごとの発表 
      ↓ 

 ④次回検討会の冒頭で、前回の内容について意見交換 

 グループワークの様子 発表の様子 



 ■各グループの意見の出し方 

 
 ＊意見は、付箋に書き、A1の紙に貼って下さい。 

  各テーブルに事務局がつき、まとめ方など助言をしていきます。 

 ＊付箋を書いた内容は、グループを代表してどなたか一人が、 

   短時間で説明して下さい。毎回発表者は交代していって下さい。 

      ・・・短時間にて、要点のみ話す。 

       ・・・特定の参加者のみの発言の回避に、ご協力を! 

 

    ≪参加者にとって安心で、楽しい「ワークショップ環境」≫ 

  を、互いに形成しましょう！ 
 

 

 



＜かわらばん等による市民への周知＞ 

サンプル 



3 次回の検討会に向けて 
  市庁舎を考える入り口！近隣自治体の事例 
 ①町田市庁舎 
 ②立川市庁舎 
 ③青梅市庁舎 
 ④福生市庁舎 



 ①町田市庁舎 

 外観 



 エントランスロビー 



 ラウンジ 



 情報コーナー 



 ②立川市庁舎 

 外観 



 エントランスロビー 



 執務室 



 ③青梅市庁舎 

 外観 



 窓口ロビー 



 食堂 



 ④福生市庁舎 

 外観 



 窓口ロビー 



END 


